
新型コロナウイルス禍の影響に

より，今年度前期はオンラインに

よる講義を受けた，あるいは行った読者の方も多かったの

ではないでしょうか．私が担当したフーリエ／ラプラス変

換に関する講義についても，オンラインで行うことが３月

に決定しましたが，私が抱いた最大の懸念は，「果たして

学生は（模範生ではなかった私とは異なり）９０分間オンラ

イン講義を自宅で集中して聴くだろうか」でした．その懸

念を少しでも払拭するために本年度は，「３０分講義→課題

を１５分で解いてWeb提出→３０分講義→課題を１５分で解い

てWeb提出」の変則形式によるリアルタイムのオンライン

講義を実施しました．課題を解くことに講義の３分の１の

時間を費やしている点については賛否両論があるかとは思

いますが，結果として学生の出席率は９５％以上，課題の正

答率も７０％以上と想定していたよりも高い割合でした．出

席率の高さについては，参加が容易なオンライン講義のメ

リットが如実に現れたものと思われますが，決して簡単で

はない課題の正答率が高かった点については，履歴やアン

ケートによると，学生の多くが事前に講義資料をダウン

ロードして予習をしていたことが主たる要因だったようで

す．結果的にいわゆる狭義の反転授業となり，学生の能動

性を少しは引き出せたことが，苦肉の策で行った本年度の

オンライン講義の一番大きな収穫でした．

さて話は変わりますが，編集委員を拝命しておよそ１年

３か月．最初の７ヵ月はオンサイトで会議に出席したのは

１度だけで，講義であれば確実に単位を落とす出席率でし

たが，オンラインとなったこの６カ月は常に出席してお

り，まさに前述のオンラインのメリットを享受しておりま

す．また磁場閉じ込めグループの副主査を３ヵ月前に拝命

してからは事前の「予習」が増え，より能動的に編集委員

会に参画できるようになったのではないかと感じていま

す．オンライン講義／会議では能動的なアクションが特に

重要ではないかと実感しつつ，今日もメールに添付された

ZoomやWebex のリンクを押しています． （今寺賢志）
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